
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校経営の基本方針】 

生徒の『よさ』を認め、発揮し、自己肯定感を育む 

令和７年４月２５日発行 令和７年度 学校だより 

第１号 若草もゆる 
南城市立佐敷中学校 

共通スローガン「小さいことほど丁寧に 当たり前のことほど真剣に」 

Next Step  

～新たな気持ちで

次の段階へ～  

ネクスト ステップ 

令和７年度一学期がスタートして３週間が経ちました。その

間、４月８日（火）に赴任式、始業式、学級びらき等をおこない、９

日（水）には、第７８回入学式を新入生と保護者の皆様、２・３年

生が一堂に会して、本校体育館で挙行しました。また、翌１０日

（木）から、令和７年度の教育活動を、全校生徒３７１名と教職員

と共に始動しました。教職員一同、生徒一人一人の「よさ」を認

め、発揮できるよう支援していきたいと考えています。 

保護者の皆様、地域の方々の本校教育活動に対するご支援

とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 入学式では、新入生と在

校生を代表して二人の生徒

によるあいさつがありまし

た。新入生を代表してあいさ

つしてくれた戸ヶ瀬太郎さん

は「新入生一同は、それぞれ

の夢や目標に向かって、先輩

方が築き上げてこられた佐

敷中学校の歴史に恥じるこ

となく、この学び舎で、仲間と

ともに学びの道に励みなが

ら、実りある中学校生活が送

れるように一生懸命、努力し

ます。」と、これから始まる中

学校生活に対する思いを述

べてくれました。 

新入生代表あいさつ 

戸ヶ瀬太郎さん 

在校生代表あいさつ 

池原梨香さん 

また、在校生を代表してあいさつしてくれた池原梨香さんは、

「私たちは、皆さんの入学を心待ちにしていました。私も二年

前、皆さんと同じように期待と希望を持ち、緊張しながら入学式

を迎えました。そんな私から中学校生活を楽しくする方法を教

えたいと思います。それは、人との出会いを大切にすることで

す。新しい友達と出会うことで、それぞれの考えの違いや多様

性がわかり、友達も増え、学校生活が楽しくなると思います。」

と、自身の経験を踏まえ、歓迎と激励の言葉を述べました。 

 

始業式の後に行われた学級びらきの様子 

令和７年度始業式に臨む在校生と教職員 

学校だよりを発行することにしました。不定期ではあります

が、学校の様子を保護者にお伝えしていきたいと考えていま

す。タイトルの「若草もゆる」は、本校の校歌から拝借しました。

学校ホームページの「学校だより」からご覧になれます。 

車両通行方法について 
学校にご用のある際、駐車場をご利用に

なれますが、その場合、以下の方法で利用し

てくださるよう、安全・安心の観点からのご

協力とご理解をお願いします。 

駐車場手前で左折し

て入構してください。 

 出る際はこちら側を

利用してください。 


